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サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

Ｊ
企
で
は
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の「
媒
体
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
等
の
媒
体
環
境
整
備
」を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。
南
浦
和
駅
、
駒
込
駅

等
で
は
、
Ｊ
企
独
自
の
媒
体
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

及
び
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅

改
良
工
事
に
合
わ
せ
た「
大
型
化
・
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
」や
新
た
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
最
近
の
施
工
例
で
は

横
浜
駅
や
立
川
駅
中
央
通
路
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
柱
や
壁
面
へ

の
埋
め
込
み
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
展
開
や
大
崎

駅
線
路
脇
へ
の
外
照
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
の

新
設
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

横
浜
駅
中
央
通
路

横
浜
駅
で
は
、
’０７
年
６
月
よ
り
順
次
、

中
央
通
路
内
の
柱
２５
本
５９
面
、
同
ル
ミ
ネ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
で
は
１２
本
の
柱
３０
面

に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
毎
に
サ
イ
ズ
を
統
一

し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
新
設

し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
工
事
・

デ
ザ
イ
ン
部
門
と
か
な
り
早
期
の
段
階
か

ら
連
携
し
、
開
発
を
行
っ
た
。
直
線
を
基

調
と
し
た
新
し
い
横
浜
駅
の
自
由
通
路
環

境
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
で
き
る
だ

け
広
告
面
を
大
型
化
し
、
か
つ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
省
エ
ネ
タ
イ
プ
と
す
べ
く
、
広
告

面
の
サ
イ
ズ
や
仕
様
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン

パ
ー
ス
を
作
成
し
て
検
討
し
た
。

特
に
ル
ミ
ネ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
及

び
改
札
口
正
面
の
柱
で
は
、
大
型
シ
ー
ト

展
開
が
で
き
る
よ
う
に
天
井
か
ら
床
ま
で

の
全
面
内
照
タ
イ
プ
と
し
、
迫
力
の
あ
る

広
告
展
開
が
可
能
な
仕
様
と
し
た
。

ま
た
、
柱
埋
め
込
み
の
ポ
ス
タ
ー
板
も

上
部
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
埋
め
込
ん
だ
特
殊

仕
様
と
し
、
駅
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
合
わ
せ

て
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な
ポ
ス
タ
ー
展
開
を
可

能
に
し
た
。

立
川
駅
自
由
通
路

立
川
駅
で
は
’０７
年
１０
月
の「
エ
キ
ュ
ー
ト

立
川
」開
業
に
合
わ
せ
て
自
由
通
路
の
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
良

工
事
に
合
わ
せ
て
、
自
由
通
路
エ
リ
ア
の

壁
面
上
部
及
び
柱
埋
め
込
み
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
も
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
実
施
し
た
。
特
に
通
路
の
デ
ザ
イ
ン
上
、

壁
面
上
部
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
広
告
面
積
を
大
き
く
と
る
た

め
、
横
長
サ
イ
ズ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
採
用
さ
れ

た
。
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Ｊ
企
媒
体
開
発
の
取
り
組
み

交
通
広
告
媒
体
開
発
の
近
況

昨
今
の
交
通
広
告
で
は
、
新
素
材
や
新
製
品
等
の
関
連
技
術
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、

そ
れ
ら
を
い
ち
は
や
く
取
り
入
れ
た
広
告
展
開
も
目
立
つ
。
Ｊ
企
で
も
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の

薄
型
化
や
光
源
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
よ
る
省
エ
ネ
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
媒

体
価
値
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｊ
企
交
媒
局
媒
体
開
発
部
長
山
本
孝
氏
に
、
サ

イ
ン
ボ
ー
ド
媒
体
開
発
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

横浜駅中央通路

立川駅自由通路



外
照
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
し
た

大
型
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

’０７
年
１０
月
に
大
崎
駅
埼
京
線
脇
に
３
ｍ
×

４
ｍ
の
大
型
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
が
５
面
新
設

さ
れ
た
。
こ
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
で
当
社
は

初
め
て
、
蛍
光
灯
や
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
の
替

わ
り
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
照
ユ
ニ
ッ
ト
を
採
用
し

た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
縦
幅
３
ｍ
に
及
ぶ

大
型
ボ
ー
ド
を
均
一
に
照
明
し
、
か
つ
省
エ

ネ
仕
様
と
す
る
た
め
に
、
複
数
メ
ー
カ
ー

の
試
作
品
に
よ
る
実
証
実
験
を
経
て
独
自

開
発
し
た
も
の
で
、
広
告
面
全
体
を
柔
ら

か
な
光
で
均
一
に
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
光
源
寿
命
は
約
５
倍
と

な
り
球
交
換
の
サ
イ
ク
ル
が
大
幅
に
伸
び

た
こ
と
と
、
消
費
電
力
を
約
４
割
カ
ッ
ト

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
環
境
に
や
さ

し
い
仕
様
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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新
規
素
材
の
検
証

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
分
野
以
外
で
も
新
素
材

の
実
験
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

推
進
し
て
い
る
。
’０８
年
２
月
下
旬
か
ら
は

広
告
用
途
を
想
定
し
た「
電
子
ペ
ー
パ
ー
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
」の
実
証
実
験（
第
３
弾
）を
予

定
し
て
い
る
。

自
動
改
札
機
に
お
け
る
電
子
ペ
ー
パ
ー

実
証
実
験

「
電
子
ペ
ー
パ
ー
」は
表
示
中
に
は
電
力

を
消
費
せ
ず
、
表
示
書
き
換
え
時
の
み
に

わ
ず
か
な
電
流
を
使
用
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
性
に
優
れ
た
表
示
パ
ネ
ル
で
、「
紙
」

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
素
材
に
お
け
る
今
後

の
検
討
課
題

今
年
度
の
主
な
開
発
事
例
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
業
界
に
限
っ
て
も

数
多
く
の
新
技
術
や
新
製
品
が
多
数
リ

リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
最
近
注
目
さ
れ

る
の
は
、
高
輝
度
か
つ
ロ
ー
コ
ス
ト
の
エ

ッ
ジ
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
の
登
場
と
蛍
光
管
タ

イ
プ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
エ

ッ
ジ
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
は
そ
の
構
造
上
、

大
型
化
が
難
し
く
か
つ
小
ロ
ッ
ト
に
お

け
る
コ
ス
ト
は
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
比
べ

て
割
高
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
パ
ネ
ル

製
造
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ラ
イ

ト
と
同
様
の
条
件
で
使
用
で
き
る
製
品

が
増
え
て
き
た
。
特
に
一
つ
の
光
源
で

両
面
を
広
告
面
に
使
え
る「
両
面
エ
ッ
ジ

ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
」は
、
線
路
間
の
両
面
内
照

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
ロ
ー
コ
ス
ト
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
際
の
検
討
候
補
と
な
り
う
る
。

ま
た
、
ま
も
な
く
本
格
的
に
製
品
化
さ

れ
る「
蛍
光
管
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
」も

既
存
の
蛍
光
管
を
交
換
す
る
だ

け
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
き
る
た
め

既
設
の
パ
ネ
ル
を
活
か
し
た
ロ

ー
コ
ス
ト
の
媒
体
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
は
最
適
で
あ
る
。
引
き
続
き

業
界
の
動
向
や
新
製
品
の
情
報

を
注
意
深
く
ト
レ
ー
ス
し
て
、

媒
体
の
価
値
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

に
替
わ
る
次
世
代
の
表
示
素
材
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。
広
告
分
野
で
は
、
曜
日

毎
・
時
間
帯
毎
の
コ
ン
テ
ン
ツ
切
り
替
え

等
が
可
能
で
、
貼
り
替
え
不
要
の
素
材
と

し
て
、
’０５
年
１２
月
の
東
京
駅
実
験
、
’０６
年

１２
月
の
山
手
線
車
内
で
の
実
験
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
回
は「
自
動
改
札
ス
テ
ッ
カ
ー
」

へ
の
応
用
を
想
定
し
、
実
際
の
改
札
機
へ
の

実
装
と
い
う
よ
り
具
体
的
な
実
証
実
験
と

な
る
。

具
体
的
に
は
、
２
月
２５
日
か
ら
３
月
２３

日
ま
で
の
４
週
間
、
恵
比
寿
駅
の
自
動
改

札
機
に
て
実
験
展
開
を
継
続
中
で
あ
る
。

な
お
今
回
の
実
験
は
自
動
改
札
機
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
う
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
譁
が
複
数
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
開
発
し
た
電
子
ペ
ー
パ
ー
パ
ネ
ル

を
使
用
し
て
、
発
色
も
４
’０
９
６
色
と
従

来
の
実
験
よ
り
は
よ
り
表
現
力
を
高
め
た

パ
ネ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。

そ
の
他
新
素
材

電
子
ペ
ー
パ
ー
以
外
に
も
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
登
場
や
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
ス
リ
ム
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ロ
ー

コ
ス
ト
化
な
ど
、
注
目
す
べ
き
テ
ー
マ
は

多
い
。
今
後
と
も
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
素

材
か
ら
広
告
用
途
へ
の
応
用
を
検
討
・
検

証
し
て
い
き
た
い
。



Ｊ
Ｒ
山
手
線
２５
駅
の
ホ
ー
ム
に
２
月
６
日
貉
〜
１２
日
貂

ま
で「
気
温
が
一
目
で
分
か
る
駅
ポ
ス
タ
ー
」が
登
場
し
た
。

ア
サ
ヒ
飲
料
譁
が
駅
ポ
ス
タ
ー：

山
手
ホ
ー
ム
セ
ッ
ト

Ａ
・
Ｂ
に
展
開
し
た
Ｂ０
サ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
表
面
に
、
デ
ジ

タ
ル
式
温
度
計（
縦
２０
セ
ン
チ
、
横
４５
セ
ン
チ
、
厚
さ
１

セ
ン
チ
）を
貼
り
付
け
た
。

外
気
温
が
分
か
る
駅
ポ
ス
タ
ー
は
、
ア
サ
ヒ
飲
料
の

朝
専
用
コ
ー
ヒ
ー
「
ワ
ン
ダ
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
」
に

対
す
る
購
入
喚
起
が
狙
い
。
折
か
ら
の
寒
波
で
東
京
地

方
に
は
雪
が
舞
い
、
寒
さ
を
実
感
可
能
な
広
告
展
開
と

な
っ
た
。

新
宿
駅
南
口
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
新
宿
ビ
ル

（
通
称「
Ｊ
Ｒ
東
工
所
ビ
ル
」）屋
上
に
、
オ

リ
ン
パ
ス
譁
が
ハ
イ
テ
ク
ネ
オ
ン
広
告
塔

「
オ
プ
ト
・
コ
ス
ミ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ー
ブ
」

を
新
設
、
１
月
２９
日
貂
か
ら
点
灯
さ
れ
た
。

新
ネ
オ
ン
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
国
際

的
な
版
画
家
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
遠
藤
亨
氏
に
よ
る
も
の

で
、「
コ
ス
ミ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ー
ブ
」と
い
う
名
前

が
表
す
よ
う
に
、
色
と
り
ど
り
ネ
オ
ン
が

幾
層
も
の
美
し
い
層
を
創
り
出
し
て
、
圧

倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
ネ
オ
ン
広
告
は
、
ネ
オ
ン
菅
を
時

間
差
点
滅
さ
せ
る
こ
と
で
、
毎
回
異
な
っ

た
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
光
の
デ
ザ
イ
ン
を

映
し
出
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
パ
タ
ー
ン
は
無
限

に
生
み
出
さ
れ
、
一
度
使
用
さ
れ
た
デ
ザ
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広告塔デザインは刻々と変化し、同じデザインが
出現するのは約15,000年後という

JR新宿ビル（JR東工所ビル）屋上に設置された

新
宿
駅
南
口
に
ハ
イ
テ
ク
ネ
オ
ン
広
告
塔
登
場
！

イ
ン
が
再
び
映
し
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、

約
１
５
０
０
０
年
も
の
年
数
が
必
要
と
さ

れ
る
。
サ
イ
ズ
は
Ｗ
５８・
４
メ
ー
ト
ル
×
Ｈ

５
・
３
メ
ー
ト
ル
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ー
タ
式
低
圧
ト
ラ
ン
ス

（
変
圧
器
の
こ
と
）を
使
用
す
る
こ
と
で
、

ネ
オ
ン
の
輝
度
が
２０
％
明
る
く
な
る
と
同

時
に
、
一
般
的
な
広
告
塔
と
比
較
し
た
場

合
、
同
サ
イ
ズ
で
６０
％
の
電
源
を
節
約
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
更
に
、
ネ
オ
ン

広
告
の
表
面
に
使
用
さ
れ
る
彩
色
シ
ー
ト

に
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
に
代
わ
り
、
燃
焼

時
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
す
る
こ
と
の

な
い
ア
ク
リ
ル
系
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
な

ど
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
視
野
に
入
れ
た

製
作
が
さ
れ
て
い
る
。

実
感
型
広
告
気
温
が
わ
か
る
駅
ポ
ス
タ
ー
展
開
！
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会
員
名
簿
変
更

・
加
入

（
２
月
１
日
付
）

譁
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
ア
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

伊
集
院
快
比
古
氏

〒
１
０
５
‐
０
０
２
１

東
京
都
港
区
東
新
橋
２
‐
５
‐
４

菅
家
ビ
ル
５
階

電
　
話
０
３
‐
５
４
０
８
‐
８
７
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
４
０
８
‐
８
７
３
８
　

凸
版
印
刷
譁

常
務
取
締
役
　
　
　
　
時
友
　
利
隆
氏

〒
１
１
２
‐
８
５
３
１

東
京
都
文
京
区
水
道
１
‐
３
‐
３

電
　
話
０
３
‐
５
８
４
０
‐
４
０
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
８
４
０
‐
１
８
１
４

・
所
在
地
変
更

譁
東
都
宣
伝
社
　
　
　
（
２
月
１２
日
付
）

〒
１
３
３
‐
０
０
５
７

東
京
都
江
戸
川
区
西
小
岩
４
‐
１４
‐
２３

北
見
ビ
ル
４
Ｆ

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し

ミ
ダ
ス
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
譁

（
２
月
２１
日
付
）

〒
１
０
８
‐
６
０
２
８

東
京
都
港
区
港
南
２
‐
１５
‐
１

品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
‐
２８
Ｆ
　

電
　
話
０
３
‐
６
７
１
７
‐
４
３
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
６
７
１
７
‐
４
３
５
８

・
退
　
　
会
　
　
　
　
　
（
１
月
３１
日
付
）

譁
タ
イ
ヨ
ー
ア
ド

代
表
者
　
　

鈴
木
　
弘
一
氏

平
成
２０
年
度
の「
作
業
等
調
整
期
間
」
が

Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り
次
の
よ
う
に
決
定
の
連

絡
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ダ
イ
ヤ
改
正
及
び
多
客
輸
送
期

間
中
等
の
列
車
運
転
の
確
保
及
び
安
定
輸

送
を
図
る
た
め
、
左
記
の
期
間
が「
作
業
等

調
整
期
間
」に
設
定
さ
れ
た
。

な
お
、「
期
間
中
の
広
告
に
関
す
る
作
業

等
」に
つ
い
て
は
、
作
業
工
程
の
繰
上
げ
、

繰
り
下
げ
を
行
い
、
調
整
期
間
中
に
は
作

業
は
出
来
な
い
こ
と
と
な
る
。

■
平
成
２０
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
時

３
月
１４
日
貊
２２
時
〜
３
月
１５
日
貍
２２
時

■
平
成
２０
年
度
作
業
等
調
整
期
間

１
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間（
在
来
線
）

４
月
２５
日
貊
２２
時
〜
５
月
７
日
貉
９
時

２
株
主
総
会
期
間（
在
来
線
）

株
主
総
会
前
日
２２
時
〜
株
主
総
会
当
日

２２
時

３
お
盆
輸
送
期
間（
在
来
線
）

８
月
８
日
貊
２２
時
〜
８
月
１８
日
豺
９
時

４
年
末
年
始
期
間（
在
来
線
）

１２
月
２６
日
貊
２２
時
〜
１
月
５
日
豺
９
時

５
ダ
イ
ヤ
改
正
期
間（
在
来
線
）

（
平
成
２０
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
を
除
く
）

別
途
設
定
す
る

※
詳
細
は
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
設
備

管
理
部
安
全
指
導
課（
電
話
０
３
‐
５
３
９

１
‐
１
２
４
６
）へ

広
告
意
匠
交
換
を
行
う
作
業
員
の
安

全
確
保
に
お
け
る
広
告
作
業
関
係
者
を

対
象
と
し
た「
実
車
訓
練
」が
２
月
６
日
貉

東
大
宮
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

平
成
２０
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
時
及
び

平
成
２０
年
度
作
業
規
制
期
間
に
つ
い
て

現
地
で
は
実
際

に
電
車
を
動
か

し
て
の
訓
練
で
、

電
車
及
び
作
業

員
の
安
全
を
守

る
た
め
の
信
号

炎
管
点
火
動
作
、

列
車
を
緊
急
停

止
さ
せ
る
列
車

防
護
訓
練
が
本

番
さ
な
が
ら
の
中
で
繰
り
返
し
行
わ
れ
、

安
全
確
保
に
必
要
な
知
識
を
身
を
も
っ
て

体
感
し
た
。

線
路
近
接
作
業
安
全
の
た
め
に「
登
録

２３
社
事
故
防
止
会
議
」が
東
京
・
池
袋
の

譁
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
本
社
会
議
室

で
１
月
３０
日
貉
１４
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
年
４
回
開
催
さ
れ
、
広
告

意
匠
交
換
を
行
う
作
業
員
並
び
に
広
告

作
業
関
係
者
を
対
象
と
し
、
登
録
２３
社
の

担
当
者
、
Ｊ
Ｒ
各
支
社
事
業
部
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
企
画
、
東
京
メ
デ
ィ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
設
備
管
理
部
等
総
勢
３８
名
が

出
席
し
て
安
全
作
業
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
目
指
し
熱
心
に
討
議
が
行
わ
れ
た
。

人
事
異
動
（
Ｊ
企
交
通
媒
体
局
関
係
）

２
月
１
日
付

山
口
　
猛

次
長（
前
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
長
）

平
成
19
年
度
第
4
回

「
登
録
２３
社
事
故
防
止
会
議
」を
開
催

平
成
19
年
度
第
2
回

「
実
車
訓
練
」が
行
わ
れ
る

雪が残るなか訓練に励む参加者

一
生


